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1) Commission formee avec l'approbation du roi sous 1a presidence du ministre du com 
merce et des manufactl1res pour l'examen de certD.ins questions de legislation commercι 
Enq叫tesur les leTs. (1828)これは一連の貿易問題アンケー トの噛矢となった。 Cf.Enquete 
relauve a diverses prohiuitiun口 etabliesa l'cntree des produits etrangers， 3 vol.，工835
2) Cf. Enquete (1828)，噌.cit.， pp. 12， 21. J. Vial， L'ind叫 trialisationde la si品rurgze
francaise 1814-1864， 1967. pp. 29-30 
3) Cf. Enquete (1828)， op. cit.， p.7 同じ1826年に，土木鉱山司長官の要請に応じて， 一管
区監普官によって製鉄業についての詳細な報告が作成され，公表された。この報告も「鉄問題」
が「輸送同顕 lであるとする点では.1828年アンケー ト k共通した認識を示す。 A.H. Herron 
de Ville百c四 e，Memoire' sur l'etat actuel des usines a leT de la Fraπce， considerees au 
commencement de l'annee 1826， avec U1! sutplement relat叩 ea 1a fin de cette memmC 
annee 
4) Cf. B. Gillc， La sider/lrgie francaiJe au XIX~ su:de， 1968. Chapitre V. Analyse de 




成立事情について.Cf. J. Vial， 0.ρ cit. p. 30. 





















5) Cf. E叫uete(1828). opα九ppト6
6) Cf. Vial， Op. cit" p. 125 
7) I製鉄業において一大革命が始まったJEπquete，(1828)，噌 cit.，p. 243チュイエは目製鉄
所革命 larevolution des forgesの概念でこの革命を表現する。 Cf.G. Thuillier， G由rges
Dufaud et les debuts du grand capitalisme dans la m~tallurgie， en N叩ernais，au XIX' 
st"ecle. p. 7. 





















えば，炭焼は製鉄業主の目前では正しく計量するが，日常的には 1~2 害J もの
ごまかしを行った。次に，炭焼と運搬夫が共謀して，蹄鉄工，釘製造工に炭を





11) G. Thuillier， Aspects de l'economie nivernaise au XIX. siecle， 1966， pp. 388-389 
12) Herthier-Bizy， Regles d'exploitation des usine en fer et abus en chaque partie (24 ven-
dermiaire an 111) 
1め この「不正」が大革命期に強ま勺ていた可能性はあるとしても，それが常態であったことは，
J;，l下に見るとうりのなお， 革命期におけるとの問題については. Cf. D. Woronu正Problemes
de la sidむurgiefrancaise a l'epoque du Directoire. Colloque Albert Mathiez-Georges 
Lefebvre， Voies nouvelles pour ['h.istoz"re de la TPvolutio'!l francaise， 1978 


































a) 1732年ボルドーυ b) 1828年フルシャンポー引
溶 鉱 夫 z人 溶 鉱 夫 2人 賃6金Dfr7/0週
装 入 夫 2人 同 助 手 2人 50 
洗 鉱 夫 1人
鉱石破砕夫 l人 鉱石破砕 6人 40 
洗鉱
計 B人 計 10人
(一組 3人〉 〈一組 5人3
1) B. Gille， Les orig間 es，op. cit. p. 151 
















17) Ibid" p. 95 
18) Ibid" p. 94 
































19) Ibid.， pp. 151-152 
20) 基本的な作業は，銑鉄の加熱炉底に溜った鉄の捜料，スラグ除去，鉄の取り民し，水車ハン
マ による鍛造から成り立っていた。














































2の ある製鉄業主はI 169E年以降， かれが交した親方銀請との契約において， 1，000ポンドの錬鉄
を作るのに， 1，600ポン Fの銑鉄しか渡さないとした。 Cf.B. Gille， Les ()rig悶 es，op. cit.， p 
96 
23) Cf. 1. V国1，op. cit.， pp. 17，19， 142. ヴィアルは，科学がこの時期，否定的役割を演じて，
製鉄業主の懐疑主義を生み出したをいう.
























24) Ibid.， p.176 
25) 遠藤，前掲論文，産業革命期のフラ γス製鉄業 360-362頁，本i也立，ワヲシス産業革命期に
おける製鉄業の発展， i史学雑誌J81μ)， 1972年， 7-8頁， 島田悦子，産業草命前におけるフ
ランス製鉄業の発展， i経済E官官論集J(51)， 1968年，事照。
26) ζ札に対して， ジルが，内部骨働者のうちcとくに熟椋昔働者を，完全に農業から切り離され
た労働者と想定しているのは興味深い。 Cf.B. Gille， Les origines， O.ρ. cit. p. 151. J. Vial， o.ψeノ
108 (108) 第134巻第1・2号
第 4表 内部労働者と外部労働者 α81C年アンケート〉
事例 |内部労働者|外部労働者1事例 |内部労働苧|外部労働者
400 700 21 35 100 
2 400 22 40 130 
3 20 40 23 20 
4 21 5日 24 200 
5 100 150 25 16 
6 200 26 20 
7 38 160 27 13 
8 岨O 28 2口O
9 80 29 28 
10 30 200 30 400 500 
11 30 25 31 80 148 
12 900 ~ 2，000 32 900 42日
13 78 165 33 30 
14 70 800 34 150 400 
15 50 140 35 170 18日
16 380 40 36 100 
17 10 37 20 
18 132 350 38 100 
19 20 39 24 40 
20 50 36 










27) B. Gille， Le破。γigines，op. c-it.， p.149 


























28) Cf. Vial， op. cit.， p.J59 
29) B. Gille， Les origines， op. cit. pp. 147. 148. 
30) Cf. G. Thuillier， Aspect， op. cit.， p.389. 
110 (110) 第134巻第l'2号
第1国
防 製鉄業主~----------ン\-----------〔製銑主程(的練工程) (木炭製造) (鉄鉱11)
親方溶鉱夫 親方鍛冶 樵炭焼 鉱夫
溶鉱夫l同助手 鍛冶!火夫






















































36) Cf， 1bid.， pp. 282. 286. 287， 289-296，301-309， 339-343 
37) Cf. 1bid.， pp. 343-347， 358-359， 363-364. 5年挫の関税率切り下げは実施されず。 Cf.Vial 
ot. cit. p. 30 
38) Eηquete (1828).噌，cit. p. 359. 
























40) Cf. lbid.. pp. 284， 298 
41) Cf. lbid.. pp. 229， 246 
42) サンテチエyヌ鉄道については，島田悦子"19世紀前半におけるフヲンスの鉄道と大資本の形
成. I経済経営論集J72， 1974年， 19世紀前半におけるブラシス近代製鉄業 「経済経営研究報
告J(2)， 19回年.参照。
43) lbid.， pp. 231-232， 
44) Cf. lb~'d.. pp. 250-251 






















竿 木炭銑 コークス銑 1木炭鉄 石炭鉄
1825 1，672 53 902 421 
1826 1，704 35 961 400 
1827 1.812 70 971 411 
1828 1.848 171 951 476 























46) lbid.， pp. 86-87. 
47) Ibid" p. 83 
48) Cf. Ibid" pp. 77. 136， 144 
49) この点で， 1当面の関税率切り下げは，木炭鉄にとってよりもむしろ石炭鉄にとって危険であ
る」との証言は興味深い。 Ibid.，p. 204 
50) 一挙にイギリス式大企業を創出しようとした試み自失敗についてはー Cf. B. GilIe， La side-
rurgie， op. cit. pp. 50-51 























52) Cf. 1bは'd.， p. 232 
53) Cf. Ibid.. pp. 75， 145ー146
5の ジルは，原料を対象とする「内部輸送」と製品を対象とする「外部輸送」を区別する。B.Gille， 
Lcs origincs. op. cit.， p.104. 
55) ジルは，イギリスからの技術伝揺には二つ白ルートがあると言う。一つは，フランス人企業家
日イギリス視察肱行である。いま一つは.イギリスエ業家，肯曲者。移住である。 Cf.Gille， La 
siderurgie， ot. cit. Jλ82. 
56) Enquete (1828)， op. cit.， pp. 70， 78シャラント工場の設立時には全てのパッドルエがイギ
リスJ、であったという。












"ッドル工一 一一イギリス人 13fr. 
Y ヲン入人 9





















る。 ιf.lbid.. p. 65 
59) Cf. Ibid.， p. 143， 
60) Cf. Ibid.， pp. 70-72 以前は10フランであり，契約改訂そのものは困難をきわめた。 Cf，B 
Dureault. Le Creusot a la veille de la revolution de 1830. Revue d'histoire de la St'derurgt"e， 
IX， 1968. p. 210 
61) E吋リlete(1828)， op. cit.， p.72 圧延工の貸率そのものを切h下げる之とは長い吏酔の末に
失敗した。その原因はかれらり熟練にあると考えられた。 Cf.B. Dureault， op. cit'J p. 211 
62) EnquGte (1828)， op. cit.， pp. 65. 125. 144 




















63) Cf. J. P. Courtheoux， Plivileges et miseres d'un metier siderurgique au XIX. siecle: le 
puddleur. Revue d' histoire econo開 queet social， 37/2， 1959. 
64) Cf. G. H. Hardach， 1田 problem田 demain-dauvre a DecazevilIe. Revue d' histoire de 
la Siderurgie， VII. 1967. P 54. L. Reybaud， Le fer et la houille， 1874. p. 218. Enquete 
(1828)， op. ciι， pp. 67， 70， 78 
65) 本池，前掲渦士， 17頁，参照。パッドル法が小規模勧鉄工場で広〈行われていたことも皆働力
編成の未発展の現干しである。中島俊克 19廿紀前半白フランスにおける小規模製鉄工場への円ツ
ドル炉の普及， r社会経済史学J46(3)， 1980年。 80，102-103頁，参照。
66) J. V】al，ot. cit.， p.149. 
67) Cf. Ibid.， p.148. 1. P. Courtheur，ο'P. cit.， p.167 
118 (118) 第134巻第1・2号























68) Cf. Ibid.， p.177 藤村，官喝論文，第三帝政期.63， 68， 69頁参照ら
69) Cf. Ibid.. p. 178 
70) Cf. G. H. Hardach， ot. cit.， pp. 56， 57， 66 
71) Cf. 1. Vial， op. cit.， p.148 木炭高炉からョー グス高炉へ申労働者供給は，圭需要のy，を占
めた。 Cf.Ibid. 
























72) Cf. G. H. Hardach， op. cit， p.66 
73) Cf. G. Thuillier， Ge，りrgeDuJaud. op. ciι. p. 41 
74) Cf. Ibid.， pp. 42. 226 
75) Cf. B. Dureault， op. cit.， p. 202 













































































20 05 。コー グス製造を古む。























G. Thuil1ier， Geo乍百 Dufaud.ロム cit.，c丸 64.




採 掘 1Ir 25 3fr 25 
輸 送 4 50 
洗鉱場への輸送 50 
洗 鉱 60 
工場への輸送 4 50 
計 6 55 9 65 
















80) Cf. G. Thuillier， G.田rgeDufaud，噌 cit.，p. 46 
81) Cf. B. Dureault， ot. cit.， p.215 
182C年代末フランス製鉄業における資本質労働関係 (123) 123 
段階におい亡立ある。大量生産体制確立の最λの障碍は，輸送網の未発展と，
それに伴う高価な右炭であった。防したがって，輸送網改善への強い衝動， これ
が. 1820年代の 3 さらにはそれ以降のプラン1製鉄資本の政策を特徴づけるこ
とになるυ そして，鉄道網の発展と結合Lて大量生産休制が確立されたととが.
1860年英・在、通商条約を頂点とする自由貿易体制への移行を準備するのである。
この過程がどのように進展するのか。小論で析出した資本・賃労働関係ほいか
なる変容をこうむるのか。これが次の研究課題となるであろう。
(1983年12月初日〉
